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＜病棟連絡事項＞
第6回院内研修を以下の期間で行います。
レポート提出にて研修参加となります。
期間：令和4年10月21日～10月31日まで


＜入室状況＞
【転出】
・松橋　文彦様～東D1号室→北308号室

＜患者様連絡事項＞
・芦口　道則様～テルビナフィンクリーム1本処方。

・安達　貴浩様～不穏時、不眠時10回分処方。

・小栗　健太郎様～不穏時10回分処方。
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・高柳　和子様～ハップスター1P処方。

・佐京　孝成様～整腸剤希望ありミヤBM2日分、不眠時ＩＦオーダーとブロチゾラム5回分処方。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。迷惑行為を自制できないため早めに開放観察を終えている。隔離中は静穏で経過。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・泉山　紀子様～「お母さんに誓って自傷行為をしない」と話し行動化ない。やや訴えは多いが、口調や行動は落ち着いている。

・松谷　さと子様～体温37.9℃。食事、1/2～1/3摂取。湿性咳嗽、痰がらみ、関節痛持続。排泄時、歩行状態不安定さあり見守り要している。意識レベル低下はなし。


＜小柳Dr診察情報＞
・上関　孝三様～臨時薬同内容で7日分処方。

・城前　実様～臨時薬同内容で7日分処方。


＜深澤Dr診察情報＞
・飯田　修子様～定期薬は同内容で処方。また、臨時薬ロナセンテープ2枚/日で14日分処方となる。

・松谷　さと子様～高熱続いており胸部レントゲンと採血の指示あり施行。セフトリアキソン点滴処方となる。また、臨時薬ロナセンテープ14日分、カロナールとアンブロキソール7日分処方となる。

・中村　豊様～処方変更無し。

・藤井　崇史様～定期薬同内容で処方。臨時薬インヴェガは12mg→9mgへ減量となり、他同内容で7日分処方。

・矢羽々　栄三郎様～臨時薬リバスチグミンテープ、トラゾドン(25)1T　8日分処方。また、食事摂取量少ない為本日点滴1本、明日より点滴2本の指示あり。

・澤口　利香様～臨時薬同内容で7日分処方。

